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農
業
経
管
に
於
け
る
日
支
の
異
同

菊

太

良E

田

一
、
序

4 

吾

成
東
・
武
誕
の
攻
略
に
よ
り
、
事
後
は
長
期
建
設
の
段
階
に

入
っ
た
。
そ
の
差
常
つ
て
の
目
標
は
、
治
安
の
確
保
と
経
済
附

致
と
で
あ
ら
う
が
、

同
者
と
山
川
崎
左
闘
係
を
持
ち
、

b

〉
川
リ
ー

モ
rv

市
が

と
な
る
も
の
は
、
貨
に
、
支
那
枇
曾
の
木
健
を
友
す
農
村
の
状

況
、
支
那
人
口
の
八
割
を
占
め
る
と
稽
せ
ら
れ
る
農
民
の
生
活

安
定
の
問
題
で
あ
る
。

支
那
各
地
の
農
産
物
、
特
色
あ
る
農
法
・
農
具
、
或
は
農
村

欣
態
一
般
等
に
闘
す
る
記
述
は
、
従
来
少
く
友
か
っ
た
が
、
支

那
の
農
業
経
営
が
具
鰭
的
に
如
何
な
る
構
造
を
持
ち
、
如
何
に

運
営
さ
れ
て
ゐ
る
か
は
、
殆
ん
ど
知
ら
れ
左
か
っ
た
。

と
の
未

ク知
のの
功領
Ic 域
勝一に
す始
べめ
くて
、 鍬

そを
の入
著れ

たi

(f) 

は

ロ
ッ
シ
ン
グ
・
パ
ヅ

ー叫D
L会J

O 

及
び

門
戸
口
( ー
ロ
門

N 
~ -C 
ロ
回 ・

口

「コ
:i 
H 

占 P
'-̂' ~ 
、寸 1) a 

円い正ロ

2
0

。円。ロ。ョ
}
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に
よ
っ
て
、

濃
業
経
替
に
於
け
る
日
支
の
異
凋

有
機
績
と
し
て
の
支
那
農
業
経
貸
の
性
格
、
並
び
に
そ
の
置
か

れ
て
ゐ
る
環
境
が
、
略
々
獲
る
所
な
〈
八
刀
椋
さ
れ
て
ゐ
る
。
之

を
婚
請
ナ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
支
郊
自
韓
は
勿
論
、
我
が
特
色

る
る
農
業
経
倍
の
理
解
に
も
、
神
征
す
る
貼
が
少
く
な
い
が
、

特
に
興
味
を
悲
〈
の
は
、
農
業
経
営
忙
於
い
て
日
支
雨
園
が
根

本
性
格
を
等
し
〈
し
、

し
か
も
現
在
の
務
違
程
度
?
は
か
及
り

軒
粍
あ
る
こ
と
、
従
っ
て
、
我
が
岡
の
経
験
が
支
那
農
業
の
復

興
@
刊
岬
脇
町
に
少
な
か
ら
ぎ
る
寄
興
を
注
し
得
る
と
考
へ
ら
れ
る

と
と
‘
之
で
め
る
。
今
、

そ
の
黙
を
少
し
〈
略
設
し
ゃ
う
。

勿
論
、
バ
ヅ
ク
の
調
交
は
前
著
で
は
七
省
・
一
七
地
方
に
於

け
る
二
、
八
六
六
理
場
、
後
著
に
五
つ
て
は
二
二
省
・
-
六
八

地
方
に
於
け
る
一
六
、
七
八
六
農
場
、
コ
一
八
、
二
五
六
農
家
を

包
括
す
る
と
は
云
へ
、
針
象
の
複
雑
性
を
考
慮
す
る
占
合
、
叩
単
・

に
一
斑
を
窺
は
し
め
る
の
み
で
あ
る
。
更
に
、
我
が
農
業
に
闘

ず
る
帝
関
農
舎
の
農
業
経
営
調
賓
、
或
は
農
林
省
の
農
家
経
済

調
交
は
、
何
れ
も
少
数
の
港
ば
れ
た
農
家
に
閥
ず
る
標
本
調
査

で
あ
る
。
従
っ
て
、
雨
者
を
比
較
針
服
し
て
得
ら
れ
た
結
論
は

決
し
て
絶
封
的
の
も
の
で
は
な
い
が
、
大
障
の
輸
出
刷
を
知
る
に

第
四
十
七
巻

入
八
九

第
六
焼

四

支那農家経済研究、及び言書本えは二積宛あるが、本摘では東亜経済開査局刊、
改議枇)氏、支那の農業を用ひた。



農
業
経
骨
に
於
け
る
日
支
の
異
同

は
充
分
で
あ
ら
う
。

ニ
、
狭
小
な
る
経
皆
面
積

日
支
開
園
の
農
業
経
替
に
共
通
な
根
本
性
格
、
邸
ち
、
粧
品
百

面
積
の
狭
小
な
こ
と
、
耕
地
の
分
散
せ
る
こ
と
、
主
穀
組
織
?

め
っ
て
養
高
部
門
の
貧
弱
な
る
と
と
、
弊
働
集
約
的
な
る
と
と

等

A
K規
定
し
て
ゐ
る
の
は
、
決
議
終
川
町
百
数
或
は
農
業
人
口
紅

比
し
て
、
耕
地
が
狭
く
、
繍
張
の
除
地
も
甚
だ
少
な
い
事
で
あ

る。
我
が
園
が
耕
地
に
悪
ま
れ
な
い
の
は
、
起
伏
の
多
い
地
形
左

願
る
と
き
、
直
ち
に
明
白
で
あ
る
。
然
る
に
、
地
大
を
誇
叩
併
す

る
支
那
も
、
豆
大
友
る
農
業
人
口
に
比
し
、
耕
地
は
著
し
く
限

定
さ
れ
て
ゐ
る
。
詳
言
す
れ
ば
、
先
づ
、
大
陸
的
友
気
候
に
件

た
ふ
極
端
左
大
雨
、
或
は
乾
燥
は
、
肥
沃
な
衣
士
の
流
失
、
或

は
盤
分
の
堆
積
を
生
ぜ
し
め
、
市
引
に
、
人
口
の
犀
力
に
よ
る
山

腹
・
丘
陵
の
階
段
耕
作
は
、
森
林
・
草
地
た
る
ぺ
き
斜
面
を
荒

駿
せ
し
め
、
表
土
の
流
失
、
下
流
の
氾
離
を
生
ぜ
し
め
る
。
ま

た
、
人
口
増
加
の
主
要
動
因
た
る
強
級
友
家
族
制
度
は
、
耕
地

融
界
凶

I
七
巻

八
九

O

第
六
披

四

め中

る空)~~ 
U 百工

在
す
る
3在
地
の
保
存
増
加
iこ
よ
っ
て

耕
作
面
積
を
狭

か
く
て
、

耕
地
面
積
、

作
付
延
反
別
を
比
較
す
る
に
、

刺

地

面

積
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で
あ
っ
て
、
生
産
力
劣
る
北
支
那
は
兎
も
角
、
中
東
支
那
の
耕

地
面
積
は
、
我
が
小
経
替
に
少
し
く
超
え
る
の
み
で
る
り
、
作

付
延
反
別
で
は
却
っ
て
及
ば
友
い
。
仮
令
、
帝
国
最
舎
の
調
査

が
優
良
農
家
に
係
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
支
那
に
も
踊
建
省
連

打
燃
の
耕
地
面
積
(
中
枚
数
)
0・六
O
、
作
付
延
反
別
(
中
位
薮
)

0
・
七
三
ヘ
ク
タ
1
と
云
ふ
賞
例
さ
へ
る
っ
て
、
耕
地
面
積
の

狭
い
我
が
園
を
標
準
に
し
て
も
、
支
那
農
業
の
経
皆
同
積
の
狭

小
た
の
に
、
驚
か
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
c

か
〈
経
管
面
積
が
狭
小
な
た
め
に
、
皐
位
面
積
よ
り
の
食
料

生
産
を
極
大
に
す
る
と
と
が
必
要
に
友
り
、
土
地
は
牧
揚
や
飼

料
作
物
に
芳
首
さ
れ
宇
、
専
ら
、
種
賞
作
物
が
栽
培
さ
れ
る
。

L. .H. D. Buxton: China; the land and the people， 1929， p. 70 伍 G.
B. Cressy: China's geographic foundations， '933 (日本外事協曾版、支那満
別風土詑、 P.92 托)
ーへクターは大慢我がー町歩に相官ナるため、京都農家経済研究 p.58/9 
よる。
帝幽農舎(昭和十年度)農業経傍調査書、 p.29， 16 
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一

躍
卵
の
債
格
峰
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旧
民
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教
は
、
か
表
の
如
〈
m

極
め
て
少
な
い
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一

と
れ
を
貧
弱
と
檎
せ
ら
る
ー
も
我
が
農
家
の
一
経
佳
話
り
家
主
問
一

飼
義
政
、
義
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に
比
較
し
て
も
、

少
し
も
勝
っ
て
ゐ
友
い
。
殊
に
、
粧
品
百
面
積

の
比
較
的
廃
い
北
支
即
ち
小
委
地
帯
に
家
斉
教
の
少
な
い
こ
と

は
、
積
年
の
天
災
と
打
続
い
た
戦
乱
の
結
果
、
或
は
そ
の
植
民

地
性
の
故
に
、
経
替
紋
態
の
如
何
に
窮
迫
せ
る
か
を
示
す
も
の

で
、
悲
惨
と
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

農
業
経
鵬
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け
る
日
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の
異
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本

狭
小
訟
排
地
に

押
込
め
ら
れ
た
農
業
は
、
勢
ひ
耕
極
部
門
特
に
食
料
作
物
の
栽

暗
に
集
中
せ
ざ
る
を
得
友
い
が
、
そ
の
有
様
は
、
作
付
反
別
中

各
種
作
物
の
占
む
る
百
分
比
を
一
不
す
左
表
に
よ
く
窺
は
れ
る
。
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農
業
経
替
に
於
け
る
日
支
の
異
同

手首

主事
類

=ごニ穀其
主人ぷ他

六
回
・
回

大
小
豆

菜
種

以
上
計

中
将
管

四四・五
三
九
・
七

六・一
七
・
五

Yミ
プミ

-z、

プミプ~

-"  三三

小
粧
替

以
上
の
如
き
構
成
を
持
つ
支
那
農
業
の
著
し
い
特
徴
は
、
徐

り
持
働
を
要
し
友
い
代
り
に
、
食
料
品
の
供
給
量
も
少
友
い
乾

本
が
‘
殆
ん
い

F

」
作
付
さ
れ
て
ゐ
な
い
事
寅
で
あ
り
‘
こ
の
新
よ

り
い
凡
吋
人
、
我
が
闘
や
印
度
・
ロ
シ
ヤ
の
農
業
と
共
に
、
欧
米
諸

闘
の
そ
れ
に
比
し
、
著
し
〈
集
約
的
で
あ
る
と
云
ひ
得
ゃ
う
。

否
、
我
が
図
よ
り
も
更
に
集
約
的
と
さ
へ
云
ひ
得
る
。
何
故
と

云
ふ
陀
、
穀
類
・
豆
類
・
油
種
類
の
幾
分
か
ピ
緑
肥
・
飼
料
に

充
賞
さ
れ
る
忙
し
で
も
、
到
鹿
我
が
総
肥
飼
料
作
に
及
ば
危
い

と
忠
は
れ
る
か
ら
で
る
る
。

等
し
〈
主
穀
農
業
で
あ
り
な
が
ら
、
裁
が
園
の
そ
れ
と
粉
々

異
な
る
賠
は
、
豆
類
の
割
合
が
著
し
く
高
い
こ
と
で
あ
る
。

れ
豆
類
が
輸
出
商
品
と
し
て
、
ま
た
脂
肪
源
と
し
て
支
那
国
民

経
済
上
重
妥
在
地
位
を
占
め
る
所
以
で
あ
る
が
、
地
力
を
維
持

し
、
人
遊
肥
料
を
殆
ん
ど
周
び
十
し
て
集
約
的
左
連
作
を
可
能

な
ら
し
め
て
ゐ
る
有
力
な
要
素
で
あ
ら
う
。

〆

P
J守
党
相

緑
肥
飼

料
作
物

一四・同
一一・台

E二

第
四
十
七
巻

l¥. 

7し

第
七
競

四
四

馬
錯
耐
者

飼
料
・
緩
犯
の
作

甘
藷

議
茶

果
樹

桑

一・口一・口

付
を
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栽
培
に
集
中
し
て
ゐ

る
鈷
で
、
著
し
く
集
約
的
友
と
云
ひ
得
る
け
れ
ど
も
、
支
那
の

農
業
は
、
多
く
の
持
力
を
消
化
し
、
単
位
面
積
首
り
に
付
、
多

判
酬
の
牧
続
を
事
げ
る
に
は
、
疏
菜
市
間
対
策
の
生
産
、
繊
維
原
料
ゆ

桑
・
煙
車
等
工
誌
面
作
物
の
栽
崎
が
少
友
い
。
殊
に
、
我
が
図
と

比
較
す
る
と
き
、
と
の
貼
に
於
い
て
集
約
度
が
高
い
と
は
云
ひ

得
左
い
。

と
れ
に
つ
い
て
は
、
支
那
人
の
一
般
食
料
が
精
製
品
で
止
な
い

た
め
に
野
菜
・
果
責
を
嬰
し
た
い
、
或
は
、
繊
維
原
料
・
桑
は

外
闘
の
競
手
に
打
負
け
た
等
、
種
々
の
嬬
解
乃
至
設
明
が
行
は

れ
て
ゐ
る
が
、
根
本
的
に
は
、
圏
内
市
揚
が
愛
建
せ
や
、
市
揚

生
産
を
行
ふ
に
は
運
送
費
用
が
高
額
に
失
す
る
た
め
、
換
言
す

れ
ば
、
園
民
経
済
の
護
展
段
階
が
低
い
た
め
と
解
し
得
ゃ
う
。

現
に
、
大
都
市
近
郊
に
は
、
多
少
疏
茶
に
専
門
化
し
た
地
域
が

あ
り
、
市
揚
の
成
い
棉
花
・
阿
片
は
増
加
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ

る。



乙
の
黙
と
関
連
し
て
、
支
那
農
業
の
商
品
生
産
化
に
論
及
す

る
の
を
順
序
と
す
る
が
、
現
在
入
手
し
得
る
資
料
聞
の
偏
差
が

過
大
で
あ
る
か
ら
、
後
日
に
譲
り
た
い
。

回
、
結

言

要
す
る
に
、
以
上
概
観
し
た
如
〈
、
比
較
的
狭
小
た
耕
地
を

地
盤
に
、
多
数
の
農
業
人
口
が
生
活
し
て
ゐ
る
結
果
、
支
那
の

一
般
に
極
め
て
貧
弱
で
あ
る
。
殊
に
‘
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方
式
と
て
左
く
、
宿
す
れ
ば
通
じ
ゃ
う
、
通
ビ
な
け
れ
ば
諦
め

る
式
で
、
窮
境
に
陥
れ
ば
直
ち
に
家
畜
を
手
放
す
と
云
ふ
寅
欣

で
あ
る
か
ら
、
戦
乱
・
天
災
の
後
に
於
い
て
農
村
生
前
の
安
同

充
賞
を
資
現
す
る
と
と
は
、
必
守
し
も
容
易
で
は
な
い
。

併
し
左
が
ら
、
栽
培
作
物
の
種
類
を
崎
明
察
す
る
に
、
市
揚

交
通
関
係
の
不
備
か
ら
、
持
力
を
消
化
し
地
力
を
発
揮
す
る
有

利
た
部
門
を
護
建
せ
し
め
得
示
、
不
利
を
忍
ん
で
食
料
生
産
を

主
と
す
る
有
様
で
あ
り
、
治
安
の
開
護
、
交
通
の
一
整
備
、
市
揚

の
繍
大
等
を
見
る
な
ら
ば
、

そ
の
面
白
を
一
新
し
ゃ
う
。

に
、
根
本
性
格
を
犬
髄
等
し
く
し
、
し
か
も
数
歩
を
先
ん
じ
て

農
業
経
寄
に
於
け
る
日
支
白
異
同

特

商
品
生
産
化
し
た
我
が
農
業
に
於
け
る
、
技
術
上
・
経
営
上
・

経
済
上
の
貴
重
左
経
験
は
、
支
那
農
業
経
営
の
設
達
、
農
村
の

安
定
に
寄
興
し
得
る
分
野
が
庚
い
の
で
は
・
な
か
ら
う
か
。
農
村

合
作
運
動
を
先
駆
と
す
る
農
村
工
作
の
前
途
乙
そ
、
注
目
忙
値

ず
る
も
の
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。
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